
令和6年度市川市自治会連合協
議会定期総会が、5月24日に田中
市長を来賓に迎え市川グランドホ
テルにて開催されました。
小林俊之会長は冒頭のあいさつ
で「コロナ禍で様々な事業が中止、
縮小となっていたが、以前のよう
な活動ができるようになり、大変
嬉しく思う。自治会の最大の役割
は地域のコミュニティづくりと考えてい
る。各自治会同士で協力し合い、より良い
地域づくりに尽力したい」と抱負を述べら
れました。
議事では、昨年度の事業報告、今年度の
事業計画案や予算案などが審議され、各議
案とも原案どおり可決され、総会は閉会し
ました。（主な事業計画は2面参照）
また、永年にわたり地域の発展にご尽力
いただいた自治会長に表彰状ならびに感謝
状が贈呈されました。

（顕彰者は2面参照）

始めに本年1月1日の能登半島地震で
被災された方々に心よりお見舞い申し上
げます。また、一日も早い復興を切に願
っております。
昨今はいつ起こるか分からない地震に
加え、台風や線状降水帯による水害など
が頻発しており、災害対応は待ったなし
です。「遠くの親類より近くの他人」と
言われるように、災害直後は近隣住民が

互いに協力し合うことが重要です。
ちょうど自治会主催の夏祭りが各地で
行われているところですが、このような
地域のイベントへの参加をきっかけに顔
の見える関係を作ることは、災害時の助
け合いにも繋がるのではないでしょうか。
この度、会長職に再任となりました。
目まぐるしく変わる社会情勢の中、自治
会が果たせる役割を考えながら、この要
職を全うし明るい地域づくりを目指して
いく所存です。
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自治会活動を応援してくれる学生募集中！
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『広報活動』
●「自治連協広報」の年2回（8月、
1月）発行
●60周年記念誌の発行
『加入促進』
●「いちかわ市民まつり」に自治会
活動周知のブース出展
●「行徳まつり」に自治会活動周知
のブース出展
『参加協力』
●明るい選挙推進のための啓発活動

●日本赤十字社など各種募金に協力
●社会福祉協議会会員募集に協力
●防災・防犯活動に参加し、安全・
安心なまちづくりの推進
『研修会等』
●6月「新会長研修会」
●6月「役員日帰り研修会」
●7月「地域活動育成塾」
●9月「会長宿泊研修会」
●9月「防災講演会」
●11月「大講演会」
『その他』
●2月に連協創立60周年記念式典の
実施

令和6年度に、新たに自治会長になられた方を対象に、「新会長
研修会」を6月22日に市川市役所第一庁舎で開催いたしました。
参加された新会長24名に向け、服部会長（国分地区自治会連合会）
から自治会の目的と役割、仕事等について説明がなされました。
市職員からは市の委託事務や補助制度等の説明が行われ、各種制
度への理解を深めていただきました。
質疑応答では、「自治会加入促進」や「市民安全」について熱心
な質問があり、新会長にとって有意義なものとなりました。

6月28日に役員日帰り研修が開催
され、34名が研修に参加しました。
午前は豊洲新市場の視察を行い、
「食の安全・安心確保への取組」に
ついて説明を受けました。
午後は水素情報館「東京スイソミ
ル」に場所を移し、次世代エネルギ
ーの代表格である水素の活用事例や
将来の可能性について学びました。
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記事あります

日帰り研修会日帰り研修会

新会長研修

案内あります
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7月6日に市川市文化会館
大会議室で、自治会員向けに
「元気な町内会・自治会のつ
くり方」をテーマに、「地域
活動育成塾」を開催しました。
様々な自治会から役員だけで
なく若い世代の方など56人が
参加しました。前半は地方自
治研究者・政策起業家の松下
啓一氏が講演、後半はグルー
プワークを行いました。グル

ープワークでは、参加者が9
つのグループに分かれ、地域
の課題や解決策について活発
に意見を交わした上で、各グ
ループで出た意見を発表しま
した。世代や自治会を越えた
グループワークは自治会運営
の課題の共有だけでなく、新
しい仲間づくりに繋がり、こ
れからの自治会活動のヒント
となりました。

テーマ 過去の災害から防災を考える
講師 特定非営利活動法人千葉県防災士会理事長 澤畠 博氏
日時 9月14日（土）10：30～12：00
場所 生涯学習センター グリーンスタジオ
問合せ 地域防災課（047－704－0065）

第14代横綱、境川浪右衛門（さ
かいがわなみえもん）天保12年

に高谷に生まれる。本名は宇田川政吉。子
供のころから体格に優れ、15才のとき師匠
境川の弟子となる。並はずれた怪力は地元
の大鷲神社の鳥居の上に米俵を投げ向こう
側で受け止めたという逸話が残る。
慶応2年姫路藩の抱え力士となり、増位
山大四郎と名乗る。明治3年、30才で大関
に昇進。このとき、「境川浪右衛門」を襲
名する。太鼓腹に相手を乗せ、吊り出し、
投げを打つなど豪快な腹やぐらで大人気と
なる。明治期に入って衰退していた大相撲
人気を盛り上げた。明治9年に京都五条家
より横綱免許を受ける。

取り口の受け
て立つ大横綱の
風格は明治の谷
風と言われた。
私生活において
も礼儀正しく温
厚で多くの人に
慕われた。風流を好み、俳諧、茶道が趣味
であった。明治14年に引退してからも大相
撲長（頭取）として角界を支えた。
明治20年没、享年47歳。今回の取材で分か
ったことだが、先に紹介した横綱若島の生
家と境川の生家は1キロと離れていない。
これには驚いた。高谷原木の歴史を感じる。

（市川二丁目第二町会 鈴木 茂）

テーマ ネットや食べ物の依存は、私たちの心と体にどう作用するか
講師 国府台病院 心療内科診療科長 河合 啓介氏
日時 11月7日（木）13：30～14：40（予定）
場所 市川市文化会館 小ホール
申込方法 後日自治会の掲示板等でお知らせ

育成塾 56名が文化会館で意見交換

令和6年度講演会のお知らせ
大講演会防災講演会

市川の横綱市川の横綱 ❷
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私の友人で「久保柴の」さんと言う女性が
います。久保さんは社会福祉法人の理事長で
市内に特別養護老人ホームを2施設運営して
います。
自宅は大野小
学校の近くにあ
ります。小学校
では校舎の玄関
が開く時間が午
前8時ですが、
時間前に学校に
到着する子供が
多いそうです。時間前に登校した子供たちの
待ち時間の間にラジオ体操の指導を行ってく
れないか？とのボランティア募集が有り、ラ
ジオ体操の指導を校長と1年以上行っていま
す。今では孫より年下の友達がたくさんでき
たと喜んでいます。
又、久保さんは、60歳を過ぎてから社交ダ
ンスを始めて、年に何回か大きな会場で踊る
事が有るようです。久保さんとは定期的に会
っていますが、仕事もボランティアも趣味の
事もいつも楽しそうに話してくれます。

（大和田自治会 高田浩二）

最優秀賞の受賞者コメント
私が住む地域の方々は周りをよく気遣い、子

どもたちの成長をあたたかく見守ってくださっ
ていると強く感じます。今回の標語は、いつも

お世話になっている自治会のことを思い浮かべ
ながら考えました。子どもたちにも、自治会で
の活動を通じて、地域と関わりながら成長して
いってほしいと思っています。

（大和田自治会 しま）

年2回発行の「自治連協広報いちかわ」を毎号ご
愛読いただき誠にありがとうございます。 ところ
で、もうひとつの広報媒体「自治連ホームページ」
が昨年度から進化しました。掲載内容を毎月更新、
最新のイベント情報や市からのお知ら

せ等をタイムリーにお届けしています。
是非とも自治会活動にお役立てください。

（新田五丁目自治会 安倍）

行徳バイパスの市川七中の前の歩
道橋に、「神輿のまち行徳」が掲げ
てあるのをご覧になった方もいるか
と思います。行徳神輿の御三家と呼
ばれた、後藤神輿店、浅子神輿店、
中台製作所のうち、中台製作所だけ
が残っています。かつて江戸時代に
は3軒で半数近くの神輿に携わって
いたと伝えられています。
河原の春日神社から新井の熊野神社まで、22か所の神社を
有する行徳地区は、行徳まつりや神社めぐりが年中行事とな
っており、神輿や祭りが非常に好きな地域性を有しておりま
す。祭りのために地域の人が集まり腹を割った話や付き合い
をしてゆく、そんな伝統が自然と育まれている地域です。行
徳神輿の伝統を担ぐ、そんな大切な役割を中台製作所さんが
支えています。ぜひご見学してみてはいかがでしょうか。

（香取2丁目自治会 鈴木 茂）
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